
ごあいさつ 

明治・大正時代に活躍した帝室技芸員 並河靖之（1845～1927）は、国内外

の博覧会で受賞するなど、近代の工芸史に名を残した七宝家です。 

靖之は安政 2年（1855）数え 11歳の頃に並河家に養子に入り、青蓮院宮入道

尊融親王（1824～1891 後の久邇宮朝彦親王）の近侍として仕えるも、幕末維

新の混沌とした世情の中、家従としての俸禄だけでは厳しい状況でした。そん

な頃、名古屋から始まり京都に広まった七宝制作に、身を投じました。 

明治 6年（1873）、初めての七宝作りから、大正 12年（1923）の七宝工場の

閉鎖までの五十年間ですが、「七宝をあくまで良くしたい」との思いが込められ

ていました。靖之の養女となった徳子（1890～1973）が書いた『父をかたる』

には、その様子が丁寧に書かれています。靖之が経験した挫折や苦難を乗り越

え、七宝業を成功させて国内外で人気となった華やかかりし頃の事、第一次世

界大戦を経てのち実業が傾かないうちに工場閉鎖へと決断した事など、靖之の

人となりや考え、当時の状況などを、現代の我々に伝えています。 

並河家の近所に住む人が子供時代に「昔徳子おばあちゃんから“ここは将来

文化財になるんやから、ボール遊びは他でやってちょうだいね”と言われた事

がある」との話を聞きました。父の靖之が遺した七宝とこの場所を文化財にと、

徳子の強い覚悟のようなものが感じられる逸話です。 

並河家が守ってきた建物と庭、大切に保管されていた七宝は、代々の覚悟に

よって、平成 15年（2003）4月に並河靖之有線七宝記念財団が設立され、記念

館を開館して、七宝と靖之の偉業を未来に遺し伝える文化財となりました。一

昨年には、災害や環境の変化、老朽化により主屋建物の保存修理工事を行いま

した。工場を閉鎖してから百年の時を超えて、文化財を受け継ぎ守ることの大

変さを感じますが、七宝とこの環境を“百年の未来へとつなぐ”活動を続けて

います。 

煌めき放つ七宝作品と、制作の場・もてなしと暮らしの場を、徳子が綴った

手記のエピソードや古写真と共にご覧いただけましたら幸いです。 

令和 6年能登半島地震においてお亡くなりになられました方々に哀悼の意を

表すると共に、被害に遭われた皆様の一日でも早い復興を願っております。文

化財に携わる皆様に心を寄せ、ご活動を応援しております。 




